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WE２１ジャパン大和は、アジアの女性たちの自立支援　リユース・リサイクル推進を目的としたＮＰＯ法人です。

　10月17日の「世界貧困撲滅デー」に合わせ例年行なっている、ＣＹＲ（幼い難民を考える会）

への支援事業について、ＣＹＲ日本スタッフ　関口さんによる、2018年度の村の幼稚園事業報

なかでも1975年から4年間、国民を苦しめたポル・ポト政権の弾圧によりカンボジアの社会

基盤は完全に破壊され、多くの人々が難民化しました。

　1980年に発足した幼い難民を考える会は、難民キャンプという過酷な環境でも、懸命に生き

る子どもたちのために自分たちでも何かできないだろうか、という発想から生まれました。

カンボジアでは、4割の子どもが慢性的な栄養失調に苦しんでおり、衛生環境も悪く、1割近く

の子どもが、５歳まで生きられません。

　子どもたちが、少しでも安全で衛生的な環境で過ごせるよう、保育所という場所を活かして

子どもたちを支援しています。皆様のご支援もあり、これまで18の幼稚園を設立し、972名の

子どもたちが就学前教育に参加する機会を得ることができました。そして、今年度はあらたに

4つの幼稚園ができました。

　まだまだ、公立幼稚園は教材が不足しています。特に、遊びに使う教材を望んでいます。

日本から送られる「布チョッキン」のボールや人形の布地は、現地の女性たちの手で仕上げ

られ、子どもたちへと届けられます。それは、仕事の創出と収入を生み出し、女性たちの自

立支援にもなっています。　～以上のような報告をしていただきました。

今年も、「布チョッキン」にたくさんのご協力を頂き、ありがとうございました。

ＷＥ21ジャパン大和のホームページ

https://we21yamato.org/ アクセスしてね

2019年11月

告会を開催しました。 

内戦終結から20年余り。いまだに戦争の爪痕は、カンボジア社会に暗い影を落としています。

ＷＥ講座～広げよう地域に根ざした「村の幼稚園」

 参加者で布チョッキンをしました 
 カンボジアのシルク工芸品の紹介 



　10月24日（木）、ＷＥショップ他店の店内レイアウトや品物の陳列方法、支援先の情報掲示

などの勉強のために、ボランティア9名で希望ヶ丘にある旭店と保土ヶ谷の天王町店に見学に

行きました。両店ともやまと店より小さいお店でしたが、品数の多さに驚きました。

　特に旭店では、品物の定位置が細かく決められていたり、棚を多くしてたくさん陳列する

などの工夫がしてありました。今後のショップの陳列方法に活用できそうです。

　また、支援先の展示方法もインパクトがあってわかりやすかったので、今後の参考にして

いきたいと思います。見学後は、中華街へ行って美味しい中華バイキングを堪能しました。

　

　11月21日（木）、22日（金）の二日間、「フェアトレードフェア」を開催します。コーヒー

やジンジャーティーなど手に取ってみたことがない方、海外のものってどうなの？という方も

ぜひ、試飲をしてみてください。21日は、カレーの試食もありますよ。

地域のチャリティーショップとして、明るいお店づくりのお仲間を募集中！

お好きな曜日に、一日3時間程度でボランティアをしてみませんか？

お気軽にお問合せ下さい。

★不定期でお楽しみワゴンセールも実施中！

★開店記念感謝ウィーク　12月2日（月）～7日（土）

★冬休みのお知らせ　　12月28日（土）～1月6日（月）

★初売り　2020年1月7日（火）

　今年も三角くじで運試し！　もちろん空くじなしですよ

★和ものフェア　　2月20日（金）～22日（土）

　こころ和む、着物や和の小物をこの機会にいかがですか？

★冬物半額セール　1月中に開催予定

これからの予定 

ボランティアミーティング～他ショップ見学を実施～ 

世界を身近に感じてみませんか？ 

フェアトレードフェアを開催します 


